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これからの文化財の維持管理、活用について

Vol.78
【企画調整課地域振興係　☎ 585-2967】

【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれ

から百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづく

り」を進めています。このコーナーでは町や地域が行っている取

り組みについて、毎月お伝えしています。

国見町の指定文化財について

　町には 40 件の指定文化財があります。どれも国見町で綿々と受け継がれてきた

「町のたからもの」であることは間違いありません。

　町では、歴史まちづくり計画の認定により、「歴史を活かしたまちづくり」を政

策の大きな柱と位置付け、その後歴史文化基本構想でも、歴史・風土・生業・資源・

信仰などそれぞれの関連文化財群の保存や活用について方針を定めています。

　しかし、文化財を考える上での大きな課題の一つとして、これらをどのように

まちづくりに活かし、どのような形で後世の人々に町の歴史遺産を残していくの

か、それらを考えなければなりません。 旧小坂村産業組合石蔵は 2度の地震で甚大

な被害を受け除却を余儀なくされました

阿津賀志山の裾野に広がる田園風景は、町

民の皆さんの心に残る、故郷の原風景です

　　歴史的遺産は、その地域に住む人々にとっては、故郷を形成する重要な要素

であり、自分たちが住む町の「地域らしさ」（アイデンティティ）の源となります。

　よって文化財をまちづくりに生かしていくということは、故郷の魅力をいかに

活用し、発信するかを考えなくてはいけません。

　国史跡「阿津賀志山防塁」は、町を代表する文化財です。しかし意義深いこの

史跡も、華やかな城郭や美しい町並みなどと比べれば、魅力や集客力に限界があ

ることは否めません。文化財を郷土の誇りとして、町民に受け入れてもらうため

にはどのようなことが必要なのか、またどうしたら集客を図ることができるのか、

この課題の答えを見つけることは容易なことではありません。

私たちの「地域らしさ」（アイデンティティ）をどう魅せるか

中尊寺ハスと阿津賀志山防塁のコントラス

トが人々を魅了します

　しかし、この課題解決の一つのヒントとなったのが、平成 21 年に「中尊寺ハス」

が、平泉町から「阿津賀志山防塁下二重堀地区」の近くに株分けされたことです。

　古来から交通の要衝であるため古戦場となった国見町の「地域らしさ」である「阿

津賀志山防塁」と全国的なネームバリューをもつ奥州藤原氏が「中尊寺ハス」と

いう物語とともに、平泉町からもたらされ、双方の歴史的遺産が、上手くマッチ

し成功した事例です。もちろんハス育成にかけた地域の方の尽力があったことは

言うまでもありません。

　今では、この地区は年間1万人近くが訪れる町を代表する観光地に変わりました。

町では、引き続き地域の皆さまと連携し、歴史的遺産が持つ「チカラ」をさまざ

まな手法によって引き出すことに取り組んでいきます。

阿津賀志山防塁と中尊寺ハス
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『かわいいうさぎといい気持ち』

実沢　果林

『うさざかな』

菊地　陽夕

『鳥とぼくの大ぼうけん』

五十島　尊

『きょうりゅうじだいの鳥』

阿部　玄徳

伊藤 愛

（Ai Ito）

　こんにちは！ 4月から活動している関係人口創出チームの伊藤です。

　6 月からスタッフとして関わっているまちづくり実践講座「エリアデ

ザインラボ 2023」ですが、11 月 23 日に観月台文化センターで活動報告

会を迎えることができました。当日ご覧いただいた皆さまならびに継続

的に国見町に関わり続けてくださっているラボメンバーの皆さまに、こ

の場をお借りして御礼申し上げます。

　今年は町内外の高校生や大人 29 人のメンバーを迎え、遊休化しつつ

ある「藤田駅前広場」の活用について、アイデアを出し合ってきました。

国見町やまちづくりに興味関心のある幅広い世代のメンバーが集まり、

意見交換や交流できる場となっていた「エリアデザインラボ 2023」。町

民の皆さまに向けた活動報告会の実施は今年が初めての試みでしたが、

ラボの取り組みを知っていただく、とても貴重な機会となりました。「エ

リアデザインラボ 2023」の活動は 2 月まで続きますので、引き続きよ

ろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊活動日記
― Activity Report ― Vol.40

寸劇を交えた報告会の様子

大道具などを用いた舞台づくりを工夫し

雨風をしのげる屋根をその場で表現しました

「エリアデザインラボ 2023」のこれまで

についてこちらの記事をご覧ください

（令和 5年広報くにみ 11 月号 10 ページ）


